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研究内容と成果の概要 

本プロジェクトでは、大きく 3つの研究を進めることができた。
一つ目は、新型コロナ感染症と観光移動（非日常）に関するマクロ的な研究である。新型コロナウイ

ルスの感染は、観光移動にとってリスク要因として働くことが考えられよう。そこで、この研究では、

新型コロナウイルスの感染リスクが都道府県別の観光移動をどの程度抑制していたかを計量経済学の

手法を用いて実証を行った。具体的には、都道府県間の観光移動を地域間でのサービスの交易と考え

て、貿易理論で利用される「重量方程式」を応用して、発着地の感染状況が観光移動を抑えたかを推計

した。この研究は応用経済学会で研究報告を行い、さらに、その成果は『新型コロナ感染の政策課題と

分析』（日本経済評論社）に掲載されている。

二つ目は、ナラティブアプローチを用いた「時間と自己変容」に関する質的な研究である。この研究

では、本学の学生を対象にインタビューを実施し、その会話内容を一つのナラティブとして捉えて実存

論的な分析を行った。具体的には、コロナ禍の時間において、学生がどのような自己変容に直面したの

かについて実存論的に検討を行った。分析の結果、インタビューでは、多様な自己を時間として語る会

話が観察された。未来の自己、あるいは過去の自己について語り、時には未来や過去の自己と現在の自

己をそれぞれ関係づけて語られていた。例えば、未来の自己について羨望として語る場合がある。一方

で、制限された状況のなかであるべき自己についても語る。過去や現在についても同様である。つまり、

対象学生は、未来・過去・現在について多様に語ることで自己を明らかにしているのである。本研究で

は、さらに、この多様な自己と時間との関わりをハイデッガーの「時間の概念」から分析を行った。

三つ目に、大学生を対象にコロナ禍における生活時間とオンライン講義の選好の関連性について定

量的に分析を行った。大学生を対象としたアンケート調査を実施した。分析では、オンラインへの選好

を被説明変数として、コロナ禍の生活状況や生活時間の印象・評価を説明変数とした順序ロジットモデ

ルを用いた。また、人びとが合理的に時間を管理できていない可能性がある。そこで、分析では行動経

済学で用いられるある種のバイアス（現在バイアスやナイーヴ性）も説明変数に用いた。推定から、時

間管理ができる人がオンライン講義をより好み、自宅での活動に退屈している人ほどオンライン講義

を好まないことが主に明らかになった。 
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その他特記事項 

なお、本プロジェクトで実施したインタビュー調査とアンケート調査は、それぞれ、山口大学の「人

を対象とする一般研究に対する倫理委員会」の審査を通したものである。 


